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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率
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第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】
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す。

将来推計では、令和６年以降、後期高齢者が前期高齢者を上回り推移していくことが

予測されており、令和 年には前期高齢者が ％、後期高齢者が ％になること

が予測されます。
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２ 世帯の状況

（１）世帯数の推移

本市の世帯数は令和５年 月１日現在、 世帯となっています。平成 年以

降の５年間で 世帯増加しています。一方、１世帯あたりの人員は年々減少で推移

し、令和５年には 人 世帯となっています。

【世帯数及び１世帯あたりの人員の推移】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

世帯数 １世帯あたりの人員

（世帯） （人 世帯）
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（２）高齢者のいる世帯

本市の令和２年 月１日現在の一般世帯総数は 世帯で、そのうち、 歳以

上の高齢者のいる世帯は 世帯で、一般世帯総数の ％を占めています。全国、

栃木県と比較してみると、全国を ポイント、栃木県を ポイント上回っていま

す。

高齢者のいる世帯のうち、高齢者夫婦世帯は 世帯、高齢者独居世帯は 世

帯で、一般世帯総数に占める割合は、それぞれ ％、 ％となっています。

平成 年から令和２年の 年間の推移をみると、それぞれの構成比は増加してお

り、高齢者のいる世帯が増加する中、高齢者夫婦世帯及び高齢者独居世帯の増加も大き

くなっています。

【高齢者のいる世帯の推移】

単位：実数（世帯）、構成比（％）

区 分

真岡市 栃木県 全国

平成

年

平成

年

平成

年

令和

年
令和 年 令和 年

高齢者のいる世帯
実数

構成比

高齢者夫婦世帯
実数

構成比

高齢者独居世帯
実数

構成比

一般世帯総数 実数

資料：国勢調査

【一般世帯総数に対する高齢者世帯の割合の推移】

平成 年 平成 年 平成 年 令和 年

高齢者のいる世帯の割合 高齢者夫婦世帯の割合 高齢者独居世帯の割合
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）
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１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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２ 世帯の状況

（１）世帯数の推移

本市の世帯数は令和５年 月１日現在、 世帯となっています。平成 年以

降の５年間で 世帯増加しています。一方、１世帯あたりの人員は年々減少で推移

し、令和５年には 人 世帯となっています。

【世帯数及び１世帯あたりの人員の推移】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

世帯数 １世帯あたりの人員

（世帯） （人 世帯）
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（２）高齢者のいる世帯

本市の令和２年 月１日現在の一般世帯総数は 世帯で、そのうち、 歳以

上の高齢者のいる世帯は 世帯で、一般世帯総数の ％を占めています。全国、

栃木県と比較してみると、全国を ポイント、栃木県を ポイント上回っていま

す。

高齢者のいる世帯のうち、高齢者夫婦世帯は 世帯、高齢者独居世帯は 世

帯で、一般世帯総数に占める割合は、それぞれ ％、 ％となっています。

平成 年から令和２年の 年間の推移をみると、それぞれの構成比は増加してお

り、高齢者のいる世帯が増加する中、高齢者夫婦世帯及び高齢者独居世帯の増加も大き

くなっています。

【高齢者のいる世帯の推移】

単位：実数（世帯）、構成比（％）

区 分

真岡市 栃木県 全国

平成

年

平成

年

平成

年

令和

年
令和 年 令和 年

高齢者のいる世帯
実数

構成比

高齢者夫婦世帯
実数

構成比

高齢者独居世帯
実数

構成比

一般世帯総数 実数

資料：国勢調査

【一般世帯総数に対する高齢者世帯の割合の推移】

平成 年 平成 年 平成 年 令和 年

高齢者のいる世帯の割合 高齢者夫婦世帯の割合 高齢者独居世帯の割合
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～ 歳

～ 歳
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歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳
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～ 歳

～ 歳

～ 歳
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～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

高齢者人口 要支援・要介護認定者数 認定率

（人）

３ 要支援・要介護認定者の状況

（１）要支援・要介護認定者数の推移と推計

本市の令和５年９月末日現在の要支援・要介護認定者数は 人で、認定率は

％となっています。近年、要支援・要介護認定者数及び認定率は、横ばいの状況が

続いています。

将来推計では、後期高齢者の増加に伴い、要支援・要介護認定者数が増加することが

予測されることから、令和８年には要支援・要介護認定者数が 人、認定率は ％

になることが予測されます。

また、長期的視点でみると、令和 年には要支援・要介護認定者が 人、認定

率は ％になることが予測されます。

【要支援・要介護認定者数及び認定率の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 介護保険事業状況報告（各年 月末日現在）

推計値は地域包括ケア「見える化」システムより

※認定率は、要支援・要介護認定者数（第１号被保険者）÷高齢者人口を用いて算出しています。

推計値実績値
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平成 年平成 年令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）

（２）要支援・要介護度別の認定者数の推移と推計

要支援・要介護度別に認定者数の推移をみると、平成 年と令和５年を比べて、増

加が著しいのは要支援１（ ％増）及び要支援２（ ％増）となっています。

将来推計では、令和８年から令和 年の増加率をみると、後期高齢者の増加に伴い、

要支援認定者に比べ、要介護認定者の増加率が高くなっています。

【要支援・要介護度別認定者数の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 介護保険事業状況報告（各年 月末日現在）

推計値は地域包括ケア「見える化」システムより

【各年９月末日現在の要支援・要介護度別の構成比】

資料：介護保険事業状況報告（各年 月末日現在）

令和 年

令和 年

令和 年

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

推計値実績値

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）
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１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

高齢者人口 要支援・要介護認定者数 認定率

（人）

３ 要支援・要介護認定者の状況

（１）要支援・要介護認定者数の推移と推計

本市の令和５年９月末日現在の要支援・要介護認定者数は 人で、認定率は

％となっています。近年、要支援・要介護認定者数及び認定率は、横ばいの状況が

続いています。

将来推計では、後期高齢者の増加に伴い、要支援・要介護認定者数が増加することが

予測されることから、令和８年には要支援・要介護認定者数が 人、認定率は ％

になることが予測されます。

また、長期的視点でみると、令和 年には要支援・要介護認定者が 人、認定

率は ％になることが予測されます。

【要支援・要介護認定者数及び認定率の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 介護保険事業状況報告（各年 月末日現在）

推計値は地域包括ケア「見える化」システムより

※認定率は、要支援・要介護認定者数（第１号被保険者）÷高齢者人口を用いて算出しています。

推計値実績値
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平成 年平成 年令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）

（２）要支援・要介護度別の認定者数の推移と推計

要支援・要介護度別に認定者数の推移をみると、平成 年と令和５年を比べて、増

加が著しいのは要支援１（ ％増）及び要支援２（ ％増）となっています。

将来推計では、令和８年から令和 年の増加率をみると、後期高齢者の増加に伴い、

要支援認定者に比べ、要介護認定者の増加率が高くなっています。

【要支援・要介護度別認定者数の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 介護保険事業状況報告（各年 月末日現在）

推計値は地域包括ケア「見える化」システムより

【各年９月末日現在の要支援・要介護度別の構成比】

資料：介護保険事業状況報告（各年 月末日現在）

令和 年

令和 年

令和 年

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

推計値実績値
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（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人
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４ 介護給付費の状況

（１）給付費の推移

本市の介護保険給付費の合計は、令和５年度（見込み）で 千円となってい

ます。

サービス別にみると、居宅介護（介護予防）サービスが 千円で全体の ％、

地域密着型介護（介護予防）サービスが 千円（同 ％）、施設介護サービス

が 千円（同 ％）となっています。

【給付費の推移】

単位：上段（千円）、下段（％）

第５期 第７期 第８期

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度
令和 年度

（見込み）

居宅介護（介護予防）
サービス

地域密着型介護
（介護予防）サービス

施設介護サービス

給付費合計

資料：介護保険事業状況報告年報（平成 年度、平成 年度～令和 年度）、地域包括ケア「見える化」システム

（令和 年度～令和 年度）

※端数処理の関係で、計算が一致しないことがあります。

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

居宅介護（介護予防）サービス 地域密着型介護（介護予防）サービス 施設介護サービス

（千円）
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【サービス別給付費の推移】
単位：千円

第５期 第７期 第８期

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度
令和 年度

（見込み）

居宅介護（介護予防）サービス

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーショ
ン

短期入所生活介護

短期入所療養介護（老健）

短期入所療養介護（病院等）

短期入所療養介護（介護医療院）

福祉用具貸与

福祉用具購入費

住宅改修費

特定施設入居者生活介護

介護予防支援・居宅介護支援

地域密着型介護（介護予防）サービス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

看護小規模多機能型居宅介護

施設介護サービス

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

給付費合計

資料：介護保険事業状況報告年報（平成 年度、平成 年度～令和 年度）、地域包括ケア「見える化」システム

（令和 年度～令和 年度）

※端数処理の関係で、計算が一致しないことがあります。
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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４ 介護給付費の状況

（１）給付費の推移

本市の介護保険給付費の合計は、令和５年度（見込み）で 千円となってい

ます。

サービス別にみると、居宅介護（介護予防）サービスが 千円で全体の ％、

地域密着型介護（介護予防）サービスが 千円（同 ％）、施設介護サービス

が 千円（同 ％）となっています。

【給付費の推移】

単位：上段（千円）、下段（％）

第５期 第７期 第８期

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度
令和 年度

（見込み）

居宅介護（介護予防）
サービス

地域密着型介護
（介護予防）サービス

施設介護サービス

給付費合計

資料：介護保険事業状況報告年報（平成 年度、平成 年度～令和 年度）、地域包括ケア「見える化」システム

（令和 年度～令和 年度）

※端数処理の関係で、計算が一致しないことがあります。

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

居宅介護（介護予防）サービス 地域密着型介護（介護予防）サービス 施設介護サービス

（千円）
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【サービス別給付費の推移】
単位：千円

第５期 第７期 第８期

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度
令和 年度

（見込み）

居宅介護（介護予防）サービス

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーショ
ン

短期入所生活介護

短期入所療養介護（老健）

短期入所療養介護（病院等）

短期入所療養介護（介護医療院）

福祉用具貸与

福祉用具購入費

住宅改修費

特定施設入居者生活介護

介護予防支援・居宅介護支援

地域密着型介護（介護予防）サービス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

看護小規模多機能型居宅介護

施設介護サービス

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

給付費合計

資料：介護保険事業状況報告年報（平成 年度、平成 年度～令和 年度）、地域包括ケア「見える化」システム

（令和 年度～令和 年度）

※端数処理の関係で、計算が一致しないことがあります。
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

５ アンケート調査結果からみる高齢者の現状

（１）調査の概要

①調査の目的

本計画を作成するにあたり、高齢者の健康状態や日常生活の状況及び福祉サービス

等における利用状況、利用意向等を把握し、これからの施策の展開、充実を図ることを

目的として、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」及び「在宅介護実態調査」を実施

しています。

②調査対象者

調査種別 対 象

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
・市内在住の 歳以上の方

（要介護１～５の認定を受けている方を除く）

在宅介護実態調査 ・在宅で生活している要支援・要介護認定者

③調査方法と調査時期

【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】

■調査方法：郵送配布、郵送回収

■調査期間：令和４年 月７日～令和５年１月 日

【在宅介護実態調査】

■調査方法：郵送配布、認定調査員による確認・回収

■調査期間：令和４年９月 日～令和５年２月 日

④回収結果

調査種別 配布件数 回収件数 回収率

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 件 件 ％

在宅介護実態調査 件 件 ％
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（２）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（抜粋）

①家族構成について（単一回答）

家族構成については、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％で最も高く、

次いで「息子・娘との２世帯」が ％、「１人暮らし」が ％となっています。

②介護・介助の状況について（単一回答）

介護・介助の状況については、「介護・介助は必要ない」が ％で最も高く、次い

で「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が ％、「現在、何らかの

介護を受けている」が ％となっています。

今回調査

前回調査

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

今回調査

前回調査

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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５ アンケート調査結果からみる高齢者の現状

（１）調査の概要

①調査の目的

本計画を作成するにあたり、高齢者の健康状態や日常生活の状況及び福祉サービス

等における利用状況、利用意向等を把握し、これからの施策の展開、充実を図ることを

目的として、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」及び「在宅介護実態調査」を実施

しています。

②調査対象者

調査種別 対 象

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
・市内在住の 歳以上の方

（要介護１～５の認定を受けている方を除く）

在宅介護実態調査 ・在宅で生活している要支援・要介護認定者

③調査方法と調査時期

【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】

■調査方法：郵送配布、郵送回収

■調査期間：令和４年 月７日～令和５年１月 日

【在宅介護実態調査】

■調査方法：郵送配布、認定調査員による確認・回収

■調査期間：令和４年９月 日～令和５年２月 日

④回収結果

調査種別 配布件数 回収件数 回収率

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 件 件 ％

在宅介護実態調査 件 件 ％
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（２）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（抜粋）

①家族構成について（単一回答）

家族構成については、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％で最も高く、

次いで「息子・娘との２世帯」が ％、「１人暮らし」が ％となっています。

②介護・介助の状況について（単一回答）

介護・介助の状況については、「介護・介助は必要ない」が ％で最も高く、次い

で「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が ％、「現在、何らかの

介護を受けている」が ％となっています。

今回調査

前回調査

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

今回調査

前回調査

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人
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③外出の状況について（単一回答）

外出の状況については、外出を控えている回答となる「はい」は ％と、約３人

に１人が外出を控えている状況となっています。

④外出を控えている理由について（複数回答）

外出を控えている理由については、「足腰などの痛み」が ％で最も高く、次いで

「交通手段がない」が ％、「外での楽しみがない」が ％となっています。

なお、前回調査より「その他」の割合が大きく増加している要因として、新型コロナ

ウイルス感染症を理由として挙げている方が大半を占めている状況です。

足腰などの痛み

交通手段がない

外での楽しみがない

トイレの心配（失禁など）

経済的に出られない

病気

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答

今回調査

前回調査

今回調査

前回調査

はい いいえ 無回答
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⑤外出時の移動手段について（複数回答）

外出時の移動手段については、「自動車（自分で運転）」が ％で最も高く、次い

で「徒歩」が ％、「自動車（人に乗せてもらう）」が ％となっています。

自動車（自分で運転）

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

自転車

タクシー

いちごタクシー・いちごバス

電車

バイク

歩行器・シルバーカー

路線バス

車いす

電動車いす（カート）

病院や施設のバス

その他

無回答
今回調査

前回調査
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

③外出の状況について（単一回答）

外出の状況については、外出を控えている回答となる「はい」は ％と、約３人

に１人が外出を控えている状況となっています。

④外出を控えている理由について（複数回答）

外出を控えている理由については、「足腰などの痛み」が ％で最も高く、次いで

「交通手段がない」が ％、「外での楽しみがない」が ％となっています。

なお、前回調査より「その他」の割合が大きく増加している要因として、新型コロナ

ウイルス感染症を理由として挙げている方が大半を占めている状況です。

足腰などの痛み

交通手段がない

外での楽しみがない

トイレの心配（失禁など）

経済的に出られない

病気

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答

今回調査

前回調査

今回調査

前回調査

はい いいえ 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑤外出時の移動手段について（複数回答）

外出時の移動手段については、「自動車（自分で運転）」が ％で最も高く、次い

で「徒歩」が ％、「自動車（人に乗せてもらう）」が ％となっています。

自動車（自分で運転）

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

自転車

タクシー

いちごタクシー・いちごバス

電車

バイク

歩行器・シルバーカー

路線バス

車いす

電動車いす（カート）

病院や施設のバス

その他

無回答
今回調査

前回調査

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑥運転免許証の自主返納の意向について（単一回答）

運転免許証を自主返納したいと思うかについては、「はい」が ％で最も高く、次

いで「わからない」が ％、「いいえ」が ％となっています。

⑦自主返納の想定年齢について（単一回答）

自主返納の想定年齢については、「 ～ 歳」が ％で最も高く、次いで「 ～

歳」が ％、「 ～ 歳」が ％となっています。

⑧趣味の有無について（単一回答）

趣味の有無については、「趣味あり」が ％、「思いつかない」が ％となって

います。

今回調査

前回調査

趣味あり 思いつかない 無回答

今回調査

前回調査

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 無回答

今回調査

前回調査

はい いいえ わからない 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑨生きがいの有無について（単一回答）

生きがいの有無については、「生きがいあり」が ％、「思いつかない」が ％

となっています。

⑩今後の生活で心配なことについて（複数回答）

今後の生活で心配なことについては、「自分の健康に関すること」が ％で最も高

く、次いで「経済的なこと」、「自分が認知症になること」がともに ％、「家族の健

康に関すること」が ％となっています。

自分の健康に関すること

経済的なこと

自分が認知症になること

家族の健康に関すること

将来、一人で生活することになったときのこと

家族が認知症になること

何かあったときにどこへ相談していいかわからない

お金の管理のこと

住まいに関すること

近所との付き合い

家族との不和

その他

特に心配していることはない

無回答 今回調査

今回調査

前回調査

生きがいあり 思いつかない 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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⑥運転免許証の自主返納の意向について（単一回答）

運転免許証を自主返納したいと思うかについては、「はい」が ％で最も高く、次

いで「わからない」が ％、「いいえ」が ％となっています。

⑦自主返納の想定年齢について（単一回答）

自主返納の想定年齢については、「 ～ 歳」が ％で最も高く、次いで「 ～

歳」が ％、「 ～ 歳」が ％となっています。

⑧趣味の有無について（単一回答）

趣味の有無については、「趣味あり」が ％、「思いつかない」が ％となって

います。

今回調査

前回調査

趣味あり 思いつかない 無回答

今回調査

前回調査

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 無回答

今回調査

前回調査

はい いいえ わからない 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑨生きがいの有無について（単一回答）

生きがいの有無については、「生きがいあり」が ％、「思いつかない」が ％

となっています。

⑩今後の生活で心配なことについて（複数回答）

今後の生活で心配なことについては、「自分の健康に関すること」が ％で最も高

く、次いで「経済的なこと」、「自分が認知症になること」がともに ％、「家族の健

康に関すること」が ％となっています。

自分の健康に関すること

経済的なこと

自分が認知症になること

家族の健康に関すること

将来、一人で生活することになったときのこと

家族が認知症になること

何かあったときにどこへ相談していいかわからない

お金の管理のこと

住まいに関すること

近所との付き合い

家族との不和

その他

特に心配していることはない

無回答 今回調査

今回調査

前回調査

生きがいあり 思いつかない 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
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今回調査

前回調査

困ったときにはたすけあえる 立ち話をする程度

あいさつだけはする程度 ほとんど付き合いがない

無回答

⑪参加者として地域活動へ参加する意向について（単一回答）

参加者として地域活動（健康づくり活動や趣味等のグループ活動等）へ参加する意向

については、「参加してもよい」が ％で最も高く、次いで「参加したくない」が ％、

「是非参加したい」が ％となっています。

⑫近所付き合いについて（単一回答）

近所付き合いの状況については、「立ち話をする程度」が ％で最も高く、次いで

「困ったときにはたすけあえる」が ％、「あいさつだけはする程度」が ％とな

っています。

今回調査

前回調査

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑬災害時の避難場所の認知度について（単一回答）

災害時の避難場所を知っているかについては、「知っている」が ％、「知らない」

が ％となっています。

⑭災害に対する日頃の備えについて（複数回答）

災害に対する日頃の備えについては、「特に何もしていない」が ％で最も高く、

何らかの対策をしている人の回答をみると、「防災ラジオを持っている」が ％で最

も高く、次いで「避難場所への経路を確認している」が ％、「非常用持ち出し袋を

用意している」が ％となっています。

防災ラジオを持っている

避難場所への経路を確認している

非常用持ち出し袋を用意している

家具に転倒防止器具をつけている

家族と待ち合わせ場所などを相談している

市主催の防災訓練に参加している

特に何もしていない

その他

無回答 今回調査

今回調査

知っている 知らない 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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今回調査

前回調査

困ったときにはたすけあえる 立ち話をする程度

あいさつだけはする程度 ほとんど付き合いがない

無回答

⑪参加者として地域活動へ参加する意向について（単一回答）

参加者として地域活動（健康づくり活動や趣味等のグループ活動等）へ参加する意向

については、「参加してもよい」が ％で最も高く、次いで「参加したくない」が ％、

「是非参加したい」が ％となっています。

⑫近所付き合いについて（単一回答）

近所付き合いの状況については、「立ち話をする程度」が ％で最も高く、次いで

「困ったときにはたすけあえる」が ％、「あいさつだけはする程度」が ％とな

っています。

今回調査

前回調査

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑬災害時の避難場所の認知度について（単一回答）

災害時の避難場所を知っているかについては、「知っている」が ％、「知らない」

が ％となっています。

⑭災害に対する日頃の備えについて（複数回答）

災害に対する日頃の備えについては、「特に何もしていない」が ％で最も高く、

何らかの対策をしている人の回答をみると、「防災ラジオを持っている」が ％で最

も高く、次いで「避難場所への経路を確認している」が ％、「非常用持ち出し袋を

用意している」が ％となっています。

防災ラジオを持っている

避難場所への経路を確認している

非常用持ち出し袋を用意している

家具に転倒防止器具をつけている

家族と待ち合わせ場所などを相談している

市主催の防災訓練に参加している

特に何もしていない

その他

無回答 今回調査

今回調査

知っている 知らない 無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑮介護予防への取り組みについて（単一回答）

介護予防への取り組みについては、「意識して取り組んでいる」が ％で最も高く、

次いで「きっかけがあれば取り組みたい」が ％、「興味があるが、具体的な取り組

み方がわからない」が ％となっています。

⑯優先的に取り組むべきと思う認知症施策について（複数回答）

優先的に取り組むべきと思う認知症施策については、「家族の精神的な負担を緩和す

る取組」が ％で最も高く、次いで「認知症対応型の施設の充実」が ％、「かか

りつけ医から専門医療機関のスムーズな連携体制づくり」が ％となっています。

家族の精神的な負担を緩和する取組

認知症対応型の施設の充実

かかりつけ医から専門医療機関のスムーズな連携体制づくり

認知症への正しい理解を広める取組

徘徊や緊急時への対応

認知症の人が活動する場づくり、社会参加の支援

認知症サポーターの養成

認知症の人の権利や財産を守る制度の充実

無回答 今回調査

今回調査

意識して取り組んでいる

きっかけがあれば取り組みたい

体力が落ちてきたら取り組みたい

もう少し歳をとってから取り組みたい

興味があるが、具体的な取り組み方がわからない

興味・関心がない

その他

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑰地域包括支援センターの認知度について（複数回答）

地域包括支援センターの認知度については、「いずれも知らなかった」が ％で最

も高く、知っている人の回答をみると、「高齢者の総合的な相談を行っている」が ％

で最も高く、次いで「介護予防の支援や相談を行っている」が ％、「認知症に関す

る生活相談や財産管理の相談を行っている」が ％となっています。

⑱最期をどこで迎えたいと思うかについて（単一回答）

最期をどこで迎えたいと思うかについては、「自宅」が ％で最も高く、次いで「わ

からない」が ％、「病院」が ％となっています。

今回調査

前回調査

自宅 老人ホーム等の施設 病院 その他 わからない 無回答

高齢者の総合的な相談を行っている

介護予防の支援や相談を行っている

認知症に関する生活相談や財産管理の相談を行っている

悪質な訪問販売・電話勧誘などの被害相談を行っている

地域のネットワークを活用し、高齢者の実態把握を行っている

成年後見制度の周知活動を行っている

高齢者虐待の早期発見や対応をしている

いずれも知らなかった

無回答

今回調査

前回調査

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑮介護予防への取り組みについて（単一回答）

介護予防への取り組みについては、「意識して取り組んでいる」が ％で最も高く、

次いで「きっかけがあれば取り組みたい」が ％、「興味があるが、具体的な取り組

み方がわからない」が ％となっています。

⑯優先的に取り組むべきと思う認知症施策について（複数回答）

優先的に取り組むべきと思う認知症施策については、「家族の精神的な負担を緩和す

る取組」が ％で最も高く、次いで「認知症対応型の施設の充実」が ％、「かか

りつけ医から専門医療機関のスムーズな連携体制づくり」が ％となっています。

家族の精神的な負担を緩和する取組

認知症対応型の施設の充実

かかりつけ医から専門医療機関のスムーズな連携体制づくり

認知症への正しい理解を広める取組

徘徊や緊急時への対応

認知症の人が活動する場づくり、社会参加の支援

認知症サポーターの養成

認知症の人の権利や財産を守る制度の充実

無回答 今回調査

今回調査

意識して取り組んでいる

きっかけがあれば取り組みたい

体力が落ちてきたら取り組みたい

もう少し歳をとってから取り組みたい

興味があるが、具体的な取り組み方がわからない

興味・関心がない

その他

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑰地域包括支援センターの認知度について（複数回答）

地域包括支援センターの認知度については、「いずれも知らなかった」が ％で最

も高く、知っている人の回答をみると、「高齢者の総合的な相談を行っている」が ％

で最も高く、次いで「介護予防の支援や相談を行っている」が ％、「認知症に関す

る生活相談や財産管理の相談を行っている」が ％となっています。

⑱最期をどこで迎えたいと思うかについて（単一回答）

最期をどこで迎えたいと思うかについては、「自宅」が ％で最も高く、次いで「わ

からない」が ％、「病院」が ％となっています。

今回調査

前回調査

自宅 老人ホーム等の施設 病院 その他 わからない 無回答

高齢者の総合的な相談を行っている

介護予防の支援や相談を行っている

認知症に関する生活相談や財産管理の相談を行っている

悪質な訪問販売・電話勧誘などの被害相談を行っている

地域のネットワークを活用し、高齢者の実態把握を行っている

成年後見制度の周知活動を行っている

高齢者虐待の早期発見や対応をしている

いずれも知らなかった

無回答

今回調査

前回調査

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

⑲家族に介護が必要となった場合の希望について（単一回答）

家族に介護が必要となった場合の希望については、「自宅で介護保険などの公的なサー

ビスを使いながら介護したい」が ％で最も高く、次いで「特別養護老人ホームなど

の介護施設に入所させたい」が ％、「わからない」が ％となっています。

⑳自身が介護を受けることになった場合の希望について（単一回答）

自身が介護を受けることになった場合の希望については、「自宅で介護保険などの公的

なサービスも利用して生活したい」が ％で最も高く、次いで「特別養護老人ホーム

などの介護施設に入所したい」が ％、「わからない」が ％となっています。

今回調査

前回調査

自宅で家族介護を中心に介護保険などのサービスは利用しないで生活したい

自宅で介護保険などの公的なサービスも利用して生活したい

特別養護老人ホームなどの介護施設に入所したい

有料老人ホームなどに入居したい

サービス付き高齢者向け住宅などに入居したい

わからない

無回答

今回調査

前回調査

自宅で家族介護を中心に介護保険などのサービスは利用しないで介護したい

自宅で介護保険などの公的なサービスを使いながら介護したい

特別養護老人ホームなどの介護施設に入所させたい

有料老人ホームなどに入居させたい

サービス付き高齢者向け住宅などに入居させたい

わからない

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
２
章

㉑健康に長生きできるよう、取り組んでみたいと思うことについて（複数回答）

健康に長生きできるよう、取り組んでみたいと思うことについては、「散歩やジョギ

ングなど、自分で取り組める軽い運動」が ％で最も高く、次いで「かかりつけ医

をもつなど、定期的な医療機関への通院」が ％、「食生活の改善（食事の量、栄養

バランス、減塩等）」が ％となっています。

散歩やジョギングなど、自分で取り組める軽い運動

かかりつけ医をもつなど、定期的な医療機関への通院

食生活の改善（食事の量、栄養バランス、減塩等）

趣味や楽しみごとの充実

家庭での役割をもち続ける（家事や家族、孫の世話など）

お茶を飲みながらのおしゃべりをするなど、友人との交流

市が実施する各種健診や人間ドックなどの受診

自治会や町会が開催する定期的な介護予防体操や運動の場への参加

自治会や町会が開催するミニデイホームへの参加

老人クラブの活動への参加

ふれあい・いきいきサロンでの介護予防活動や健康教室への参加

就労（シルバー人材センター等を含む）

地域でのボランティア活動（高齢者の見守り、美化活動等）への参加

市が開催する介護予防教室等への参加

フィットネスクラブやスポーツジムへ通う

その他

無回答
今回調査

前回調査

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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⑲家族に介護が必要となった場合の希望について（単一回答）

家族に介護が必要となった場合の希望については、「自宅で介護保険などの公的なサー

ビスを使いながら介護したい」が ％で最も高く、次いで「特別養護老人ホームなど

の介護施設に入所させたい」が ％、「わからない」が ％となっています。

⑳自身が介護を受けることになった場合の希望について（単一回答）

自身が介護を受けることになった場合の希望については、「自宅で介護保険などの公的

なサービスも利用して生活したい」が ％で最も高く、次いで「特別養護老人ホーム

などの介護施設に入所したい」が ％、「わからない」が ％となっています。

今回調査

前回調査

自宅で家族介護を中心に介護保険などのサービスは利用しないで生活したい

自宅で介護保険などの公的なサービスも利用して生活したい

特別養護老人ホームなどの介護施設に入所したい

有料老人ホームなどに入居したい

サービス付き高齢者向け住宅などに入居したい

わからない

無回答

今回調査

前回調査

自宅で家族介護を中心に介護保険などのサービスは利用しないで介護したい

自宅で介護保険などの公的なサービスを使いながら介護したい

特別養護老人ホームなどの介護施設に入所させたい

有料老人ホームなどに入居させたい

サービス付き高齢者向け住宅などに入居させたい

わからない

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
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㉑健康に長生きできるよう、取り組んでみたいと思うことについて（複数回答）

健康に長生きできるよう、取り組んでみたいと思うことについては、「散歩やジョギ

ングなど、自分で取り組める軽い運動」が ％で最も高く、次いで「かかりつけ医

をもつなど、定期的な医療機関への通院」が ％、「食生活の改善（食事の量、栄養

バランス、減塩等）」が ％となっています。

散歩やジョギングなど、自分で取り組める軽い運動

かかりつけ医をもつなど、定期的な医療機関への通院

食生活の改善（食事の量、栄養バランス、減塩等）

趣味や楽しみごとの充実

家庭での役割をもち続ける（家事や家族、孫の世話など）

お茶を飲みながらのおしゃべりをするなど、友人との交流

市が実施する各種健診や人間ドックなどの受診

自治会や町会が開催する定期的な介護予防体操や運動の場への参加

自治会や町会が開催するミニデイホームへの参加

老人クラブの活動への参加

ふれあい・いきいきサロンでの介護予防活動や健康教室への参加

就労（シルバー人材センター等を含む）

地域でのボランティア活動（高齢者の見守り、美化活動等）への参加

市が開催する介護予防教室等への参加

フィットネスクラブやスポーツジムへ通う

その他

無回答
今回調査

前回調査

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人



第２章 高齢者を取り巻く現状と課題

第
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章

（３）在宅介護実態調査結果（抜粋）

①家族等による介護の頻度について（単一回答）

家族等による介護の頻度については、「ほぼ毎日ある」が ％で最も高く、次いで

「ない」が ％、「週に１～２日ある」が ％となっています。

②主な介護者の年齢について（単一回答）

主な介護者の年齢については、「 代」が ％で最も高く、次いで「 代」が ％、

「 代」が ％となっています。

歳未満

代

代

代

代

代

代

歳以上

わからない

無回答 全体

全体

ない

家族・親族の介護はあるが、週に 日よりも少ない

週に ～ 日ある

週に ～ 日ある

ほぼ毎日ある

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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③主な介護者が行っている介護について（複数回答）

主な介護者が行っている介護については、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」

が ％で最も高く、次いで「食事の準備（調理等）」が ％、「外出の付き添い、

送迎等」が ％となっています。

④介護のための離職等の状況について（複数回答）

介護のための離職等の状況については、主な介護者が仕事を辞めた、また転職した割

合が低いものの、一定数の方が離職、転職せざるを得ない状況にあることがわかります。

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答 全体

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

食事の準備（調理等）

外出の付き添い、送迎等

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

服薬

衣服の着脱

日中の排泄

屋内の移乗・移動

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

夜間の排泄

認知症状への対応

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

その他

わからない

無回答 全体

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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（３）在宅介護実態調査結果（抜粋）

①家族等による介護の頻度について（単一回答）

家族等による介護の頻度については、「ほぼ毎日ある」が ％で最も高く、次いで

「ない」が ％、「週に１～２日ある」が ％となっています。

②主な介護者の年齢について（単一回答）

主な介護者の年齢については、「 代」が ％で最も高く、次いで「 代」が ％、

「 代」が ％となっています。

歳未満

代

代

代

代

代

代

歳以上

わからない

無回答 全体

全体

ない

家族・親族の介護はあるが、週に 日よりも少ない

週に ～ 日ある

週に ～ 日ある

ほぼ毎日ある

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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③主な介護者が行っている介護について（複数回答）

主な介護者が行っている介護については、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」

が ％で最も高く、次いで「食事の準備（調理等）」が ％、「外出の付き添い、

送迎等」が ％となっています。

④介護のための離職等の状況について（複数回答）

介護のための離職等の状況については、主な介護者が仕事を辞めた、また転職した割

合が低いものの、一定数の方が離職、転職せざるを得ない状況にあることがわかります。

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答 全体

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

食事の準備（調理等）

外出の付き添い、送迎等

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

服薬

衣服の着脱

日中の排泄

屋内の移乗・移動

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

夜間の排泄

認知症状への対応

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

その他

わからない

無回答 全体
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人
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⑤介護者の就労状況について（単一回答）

介護者の就労状況については、「フルタイムで働いている」が ％、「パートタイ

ムで働いている」が ％と、『働いている』の合計値は ％となっています。

⑥働きながら介護を続けていけるかについて（単一回答）

働きながら介護を続けていけるかについては、「問題なく、続けていける」が ％、

「問題はあるが、何とか続けていける」が ％と、『続けていける』が ％となっ

ています。

一方で、「続けていくのは、やや難しい」が ％、「続けていくのは、かなり難しい」

が ％と、『難しい』が ％となっています。

全体

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

全体

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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６ 日常生活圏域の設定

（１）日常生活圏域の概要

「日常生活圏域」とは、介護保険事業計画において、市町村が「その住民が日常生活

を営んでいる地域」として、地理的条件、人口・交通事情その他の社会的条件、介護給

付等対象サービスを提供するための施設の整備の状況、その他の条件を総合的に勘案

して定めるものです。

「日常生活圏域」はそれぞれの市町村において、小学校区、中学校区、旧行政区、住

民の生活形態、地域づくりの単位等、面積や人口だけでなく、地域の特性等を踏まえて

設定することとされています。

（２）日常生活圏域の設定

本市の「日常生活圏域」については、真

岡圏域、山前圏域、大内圏域、中村圏域、

二宮圏域の５つの圏域とし、各圏域にお

ける地域特性と課題の把握に努め、地域

密着型サービスの計画的な整備等に努め

ます。

【日常生活圏域ごとの現状】
単位：人、世帯、％

区 分 真岡圏域 山前圏域 大内圏域 中村圏域 二宮圏域 市全体

人口

世帯数

高齢者のみ世帯

高齢者一人暮らし世帯

高齢者人口（高齢化率）
（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

前期高齢者人口

（人／％） （ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

後期高齢者人口

（人／％） （ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

要介護認定者数（認定率）
（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

資料：人口、世帯数、高齢者人口（令和 年 月１日現在）

要介護認定者数は、介護認定データ（令和 年 月末日現在）

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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⑤介護者の就労状況について（単一回答）

介護者の就労状況については、「フルタイムで働いている」が ％、「パートタイ

ムで働いている」が ％と、『働いている』の合計値は ％となっています。

⑥働きながら介護を続けていけるかについて（単一回答）

働きながら介護を続けていけるかについては、「問題なく、続けていける」が ％、

「問題はあるが、何とか続けていける」が ％と、『続けていける』が ％となっ

ています。

一方で、「続けていくのは、やや難しい」が ％、「続けていくのは、かなり難しい」

が ％と、『難しい』が ％となっています。

全体

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

全体

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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６ 日常生活圏域の設定

（１）日常生活圏域の概要

「日常生活圏域」とは、介護保険事業計画において、市町村が「その住民が日常生活

を営んでいる地域」として、地理的条件、人口・交通事情その他の社会的条件、介護給

付等対象サービスを提供するための施設の整備の状況、その他の条件を総合的に勘案

して定めるものです。

「日常生活圏域」はそれぞれの市町村において、小学校区、中学校区、旧行政区、住

民の生活形態、地域づくりの単位等、面積や人口だけでなく、地域の特性等を踏まえて

設定することとされています。

（２）日常生活圏域の設定

本市の「日常生活圏域」については、真

岡圏域、山前圏域、大内圏域、中村圏域、

二宮圏域の５つの圏域とし、各圏域にお

ける地域特性と課題の把握に努め、地域

密着型サービスの計画的な整備等に努め

ます。

【日常生活圏域ごとの現状】
単位：人、世帯、％

区 分 真岡圏域 山前圏域 大内圏域 中村圏域 二宮圏域 市全体

人口

世帯数

高齢者のみ世帯

高齢者一人暮らし世帯

高齢者人口（高齢化率）
（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

前期高齢者人口

（人／％） （ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

後期高齢者人口

（人／％） （ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

要介護認定者数（認定率）
（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）（ ％）

資料：人口、世帯数、高齢者人口（令和 年 月１日現在）

要介護認定者数は、介護認定データ（令和 年 月末日現在）

第２章 高齢者を取り巻く現状と課題
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人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人
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７ 今後の高齢者福祉施策の推進に向けた課題

（１）地域共生社会の実現に向けた取組

高齢者が介護や支援が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるため

には、介護保険等の公的サービスだけでなく、地域住民同士の支え合い等の「互助」、

「共助」の基盤があることが重要です。

アンケート調査結果では、近所付き合いの状況は立ち話をする程度が約４割で最も

高くなっていますが、以前より、地域コミュニティの希薄化は課題でもありましたが、

人と人との接触機会を制限した新型コロナウイルス感染症は、地域コミュニティの希

薄化を加速させたと考えられます。今後、新型コロナウイルス感染症に対する制限緩和

が進む中、どのように地域コミュニティは展開されるのか、地域の特徴や状況を把握し

ながら、地域共生社会の実現に向けた取組を推進していく必要があります。

（２）介護予防・健康づくりの推進

高齢者が自立した生活を送るためには、適度な運動を定期的に行うなど、心身の機能低

下を防ぐことが重要です。また、健康な生活を維持するためには、定期的なかかりつけ医

の診察による健康観察や日頃からの栄養管理など、疾病予防に向けた取組も重要です。

アンケート調査結果では、約４割の方が介護予防へ意識的に取り組んでいる状況で

あり、取り組みはじめた年齢をみると、いずれの取組も ～ 歳の割合が高くなって

います。また、今後の心配ごとで自分の健康に関することが上位に挙げられていること

から、健康への関心が高いことがうかがえます。

健康で自立した生活を送るためには、若い世代から取り組みはじめることで、運動習

慣や食生活への意識などが定着し、将来的な健康や介護予防につながると考えられる

ことから、健康づくりの施策とも連携しながら、あらゆる世代が健康づくりに関心が持

てるよう、健康情報に触れる機会を増やすなど、健康に良い行動をとりやすい環境づく

りが必要です。

（３）高齢者が活躍できる場の充実

超高齢社会を迎えた我が国では、高齢者がこれまでの知識や経験を活かし、地域社会

で役割をもって個々の能力を発揮して活躍することが必要となります。そのための様々

な活躍の場を充実していくことが生きがいづくりにもつながります。

アンケート調査結果では、外出を控えているが約３割で、前回調査より ポイン

トの増加となっています。外出を控えている理由として、多くの方が新型コロナウイル

ス感染症を挙げていることから、新型コロナウイルス感染症が高齢者の外出状況及び

地域活動等への参加に与えた影響は大きいものと推察されます。

外出が制限されることで、高齢者の心身機能の低下も懸念されることから、引き続き、

必要な感染対策を講じつつ、気軽に地域活動に参加できる仕組みづくりや、働くことで

社会参加を図るなど、高齢者が役割をもって地域社会の中で活躍できる場を充実させ

ていく取組を一層支援していくことが必要です。
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（４）認知症施策の推進

我が国は、令和７年に高齢者の５人に１人が認知症になると予測されており、今後の

高齢者人口の増加に伴い、さらなる増加が見込まれています。

アンケート調査結果では、認知症に関する相談窓口を知っている方は約２割と、前回

調査より ポイントの減少となっています。また、優先的に取り組むべきと思う認知

症施策として、家族の負担軽減、認知症対応型の施設の充実、関係機関とのスムーズな

連携体制が上位に挙げられています。

認知症施策を知るきっかけとして、相談の機会により得られる情報も多いことから、

適切な支援等へ円滑につなげるためにも認知症に係る相談窓口を、より一層周知して

いく必要があると考えられます。同時に、地域での認知症理解を深めるため、認知症サ

ポーターの増加に向け、学校や企業、団体等への働きかけを強化していくとともに、認

知症の人やその家族の支援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組みであるチー

ムオレンジのさらなる展開により、地域での認知症理解の促進や通いの場の拡充等を

図り共生社会を実現することが重要となります。

また、認知症の早期の気づき・早期対応につなげるため、認知症初期集中支援チーム

などの活用により、適切に医療や介護保険サービスへとつながるよう、包括的・継続的

に支援する体制を強化していく必要があります。

（５）在宅医療・介護の連携強化

アンケート調査結果では、高齢者の多くが自宅での生活を希望しており、自宅で最

期を迎えたいと希望しています。現在、在宅生活を支援するため地域包括ケアを推進

しており、在宅医療・介護連携推進事業を通し、医療機関と在宅生活における連携体

制の構築が進められています。

また、介護者の負担軽減も大切であり、アンケート調査結果では、在宅で介護をし

ている約６割の介護者は、ほぼ毎日介護をしている状況であり、約４割が働きながら

介護をしている状況です。介護者が一人で介護を抱え込まないためにも、適切な介護

保険サービスの利用や、介護の環境を整えるための介護休業制度の普及啓発など、介

護者の視点に立ったアプローチも必要であり、介護保険サービスの充実と資の向上を

図ることが重要であると考えられます。
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）
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１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値
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７ 今後の高齢者福祉施策の推進に向けた課題

（１）地域共生社会の実現に向けた取組

高齢者が介護や支援が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるため

には、介護保険等の公的サービスだけでなく、地域住民同士の支え合い等の「互助」、

「共助」の基盤があることが重要です。

アンケート調査結果では、近所付き合いの状況は立ち話をする程度が約４割で最も

高くなっていますが、以前より、地域コミュニティの希薄化は課題でもありましたが、

人と人との接触機会を制限した新型コロナウイルス感染症は、地域コミュニティの希

薄化を加速させたと考えられます。今後、新型コロナウイルス感染症に対する制限緩和

が進む中、どのように地域コミュニティは展開されるのか、地域の特徴や状況を把握し

ながら、地域共生社会の実現に向けた取組を推進していく必要があります。

（２）介護予防・健康づくりの推進

高齢者が自立した生活を送るためには、適度な運動を定期的に行うなど、心身の機能低

下を防ぐことが重要です。また、健康な生活を維持するためには、定期的なかかりつけ医

の診察による健康観察や日頃からの栄養管理など、疾病予防に向けた取組も重要です。

アンケート調査結果では、約４割の方が介護予防へ意識的に取り組んでいる状況で

あり、取り組みはじめた年齢をみると、いずれの取組も ～ 歳の割合が高くなって

います。また、今後の心配ごとで自分の健康に関することが上位に挙げられていること

から、健康への関心が高いことがうかがえます。

健康で自立した生活を送るためには、若い世代から取り組みはじめることで、運動習

慣や食生活への意識などが定着し、将来的な健康や介護予防につながると考えられる

ことから、健康づくりの施策とも連携しながら、あらゆる世代が健康づくりに関心が持

てるよう、健康情報に触れる機会を増やすなど、健康に良い行動をとりやすい環境づく

りが必要です。

（３）高齢者が活躍できる場の充実

超高齢社会を迎えた我が国では、高齢者がこれまでの知識や経験を活かし、地域社会

で役割をもって個々の能力を発揮して活躍することが必要となります。そのための様々

な活躍の場を充実していくことが生きがいづくりにもつながります。

アンケート調査結果では、外出を控えているが約３割で、前回調査より ポイン

トの増加となっています。外出を控えている理由として、多くの方が新型コロナウイル

ス感染症を挙げていることから、新型コロナウイルス感染症が高齢者の外出状況及び

地域活動等への参加に与えた影響は大きいものと推察されます。

外出が制限されることで、高齢者の心身機能の低下も懸念されることから、引き続き、

必要な感染対策を講じつつ、気軽に地域活動に参加できる仕組みづくりや、働くことで

社会参加を図るなど、高齢者が役割をもって地域社会の中で活躍できる場を充実させ

ていく取組を一層支援していくことが必要です。
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（４）認知症施策の推進

我が国は、令和７年に高齢者の５人に１人が認知症になると予測されており、今後の

高齢者人口の増加に伴い、さらなる増加が見込まれています。

アンケート調査結果では、認知症に関する相談窓口を知っている方は約２割と、前回

調査より ポイントの減少となっています。また、優先的に取り組むべきと思う認知

症施策として、家族の負担軽減、認知症対応型の施設の充実、関係機関とのスムーズな

連携体制が上位に挙げられています。

認知症施策を知るきっかけとして、相談の機会により得られる情報も多いことから、

適切な支援等へ円滑につなげるためにも認知症に係る相談窓口を、より一層周知して

いく必要があると考えられます。同時に、地域での認知症理解を深めるため、認知症サ

ポーターの増加に向け、学校や企業、団体等への働きかけを強化していくとともに、認

知症の人やその家族の支援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組みであるチー

ムオレンジのさらなる展開により、地域での認知症理解の促進や通いの場の拡充等を

図り共生社会を実現することが重要となります。

また、認知症の早期の気づき・早期対応につなげるため、認知症初期集中支援チーム

などの活用により、適切に医療や介護保険サービスへとつながるよう、包括的・継続的

に支援する体制を強化していく必要があります。

（５）在宅医療・介護の連携強化

アンケート調査結果では、高齢者の多くが自宅での生活を希望しており、自宅で最

期を迎えたいと希望しています。現在、在宅生活を支援するため地域包括ケアを推進

しており、在宅医療・介護連携推進事業を通し、医療機関と在宅生活における連携体

制の構築が進められています。

また、介護者の負担軽減も大切であり、アンケート調査結果では、在宅で介護をし

ている約６割の介護者は、ほぼ毎日介護をしている状況であり、約４割が働きながら

介護をしている状況です。介護者が一人で介護を抱え込まないためにも、適切な介護

保険サービスの利用や、介護の環境を整えるための介護休業制度の普及啓発など、介

護者の視点に立ったアプローチも必要であり、介護保険サービスの充実と資の向上を

図ることが重要であると考えられます。
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歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）人口構成（実績値と推計値）

本市の令和５年 月１日現在の人口構成では、 ～ 歳の前期高齢者数が多くなっ

ています。また、その子ども世代である ～ 歳の団塊ジュニア世代が多くなってい

ます。

【令和５年 月１日現在の人口構成（実績値）】

※グラフの背景には、平成 年 月 日現在の人口構成を示したグラフを掲載しています。

【令和 年 月１日現在の人口構成（推計値）】

人人人人人人人人
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歳以上

男性 女性

人 人 人 人 人 人 人 人
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（６）安定的な介護保険事業の運営

本市の高齢化率は、令和５年 月１日現在で ％と、高齢化率は年々上昇しなが

ら推移しています。今後、少子高齢化の進展とともに、令和 年には、現在の人口構

成とは異なる人口構成が予測されています。

今後、後期高齢者の増加に伴い、介護保険サービスへの需要も高まることが予測され

ることから、安定的な介護保険事業の運営に努めるとともに、令和 年の長期的な視

点を踏まえながら、適切な介護保険サービスの提供体制の確保に努めることが求めら

れています。

（７）介護人材の確保及び介護現場における業務効率化

人口減少と少子高齢化のさらなる進展により、介護の担い手不足と介護需要の増大

が深刻化することから、長期的な視点にたって介護保険サービスを安定的に供給でき

るよう、県をはじめ各職能団体やサービス事業所等と連携しながら、介護人材の確保に

向けた取組や、介護人材の育成及び離職防止を図っていく必要があります。

あわせて、限られた人員でのケアの質を確保しながら必要なサービスを安定的に供

給していくためには介護現場における業務の効率化が不可欠です。業務効率化につい

ては、国より、介護現場でのロボット・ＩＣＴの活用や介護分野の文書負担軽減等の方

針が示されていることから、これらの方針についてサービス事業者に広く周知し実施

支援を図る必要があります。
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第３章  計画の基本的な考え方

１ 基本理念

本計画は、『真岡市総合計画』の政策の一つである「笑顔づくり」を踏まえつつ、第

８期計画を継承し、「高齢者がいきいきと暮らせる 笑顔あふれるまち 真岡」を基本

理念として、高齢者の社会参加や生きがいづくり活動を支援するとともに、介護予防と

認知症施策を推進し、高齢者の健康的な生活の支援を図ります。

また、認知症、一人暮らしの高齢者等の増加に対応し、医療・介護・介護予防・住ま

い・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの深化・推進を進めるととも

に、地域住民や地域の多様な主体が“我が事”として参画し、人と人、人と資源が世代

や分野を超えて“丸ごと”つながることで、住民一人一人の暮らしと生きがい、地域を

共に創っていく地域共生社会の実現を目指します。

さらに、「団塊の世代」が 歳以上となる令和７（ ）年と、「団塊ジュニア世代」

が 歳以上となる令和 （ ）年の双方を念頭に置きながら、これまでの取組の成

果や課題の分析等を行い、本市の実情や介護需要等を勘案しながら、介護が必要な状態

となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができ

る社会の実現を目指します。
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平成 年 平成 年 令和元年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年

年少人口（０～ 歳） 生産年齢人口（ ～ 歳）

高齢者人口（ 歳以上） 総人口

高齢化率

（人）

第２章  高齢者を取り巻く現状と課題

１ 人口の状況

（１）総人口の推移と推計

本市の総人口は令和５年 月１日現在、 人となっています。年少人口及び生

産年齢人口は減少を続けている中、高齢者人口は増加を続け、高齢者人口は 人

で、高齢化率は ％となっています。

将来推計では、令和８年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率

％）、令和 年には総人口が 人、高齢者人口が 人（高齢化率 ％）

になることが予測されます。

【総人口及び年齢階層別人口の推移と推計】

資料：平成 年、平成 年～令和 年 住民基本台帳（各年 月 日現在）

※令和 年以降は、コーホート要因法による推計値

■全国・栃木県の高齢化率

平成 年 平成 年 令和５年

真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国 真岡市 栃木県 全国

高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

資料：真岡市は住民基本台帳（各年 月 日現在）

全国・栃木県は地域包括ケア「見える化」システム（各年 月 日現在 推計値）

推計値実績値




